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国

際

シ

ン
ポ
ジ

ウ

ム
を

開

催

し

て

い

る
。

○

ア
ジ
ア
の
都
市
環
境
研
究

二
〇
〇
三
年

一
〇
月
、

一
般
市
民
に
対
し
て
ア

ジ
ア
の
都
市
環
境
の
情
報
交
換
と
保
全
に
関
す
る

事
業
を
行
い
、
環
境
の
保
全
、
学
術
の
進
歩
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
『
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ア
ジ
ア
都
市
環
境
学
会
』
が
設
立
さ
れ

た
。
恩
師
で
あ
る
尾
島
俊
雄
先
生
が
理
事
長
と
な

り
、
設
立
当
初
は
私
が
事
務
局
長
を
務
め
た
。

ア
ジ
ア
の
都
市

環
境
研
究
者
が
、

一
堂
に
会
し

て
、
急
速
な
変
化
が
進
行
す
る
ア
ジ
ア
の
諸
都
市

に
関
す
る
研
究
成
果
を
発
表
し
、
意
見
交
換
し
、

知
見
を
得
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
四
年
九
月
に
北
九
州
で
第

一

回
を
開
催
し
て
以
来
、
日
本
・中
国
・韓
国
で
毎
年

○

学
生
の
参
加

二
〇
〇
八
年

一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
、
黒
部
市
宇
奈
月
の
温
泉
ホ
テ
ル
で
の
第
五
回
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
各
国
の
大
学
院
生
も
参
加
し
、
積
極
的
な
議
論
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
の
懇
親

会
が
行
わ
れ
た
。

翌
二
〇
〇
九
年

一
一
月
、
第
六
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
中
国
長
春
市
を
開
催
都
市
と
し
て

行
わ
れ
た
。
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な
る
メ

イ
ン
テ
ー

マ
の
下
、
低
炭
素
社
会
を
見
据
え
た
都
市
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
数
々
の
研
究

発
表
が
行
わ
れ
、
今
後
の
ア
ジ
ア
諸
都
市
の
持
続
可
能
な
長
期
発
展
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

私
の
研
究
室
に
も
久
し
ぶ
り
に
大
学
院
の
学
生
が
在
籍
し
た
こ
と
か
ら
、
三
人
の
博
士
前
期

課
程
の
学
生
、
瀬
川
喜
章
君
、
吉
開
大
祐
君
、
宮
田
麻
衣
君
に
参
加
を
促
し
、
共
に
中
国
に
行

く
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
国
際
会
議

へ
の
参
加
、
ま
し
て
や
英
語
で
発
表
す
る
な
ど
初
め

て
の
体
験
で
あ
る
。
論
文
を
書
く
と
こ
ろ
か
ら
英
語
の
先
生
に
添
削
し
て
い
た
だ
き
、
何
度
も

何
度
も
発
表
の
練
習
を
行
い
、
想
定
問
答
集
を
作
成
し
、
無
事
に

一
五
分
発
表
の
大
役
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
た
。

海
外
で
の
国
際
会
議
は
、
も
ち
ろ
ん
論
文
発
表
が
主
の
目
的
で
は
あ
る
が
、
研
究
者
等
と
の

懇

親

・情

報
交

換

、

(授

業

等

の
た

め

の
情

報

収

集

で
あ

る
)

都

市

環

境

調

査

が
楽

し

み

で
あ

る
。

中

国

で
も

、

北

九
州

市

立

大

学

の
先

生
や

学

生

と

行

動

を
共

に

し
、

北

京

国
家

体

育

場

や

万

里

の
長

城

な

ど

に

も

足
を

伸

ば

し

た
。

大

学

院

生

の
彼

ら

に
と

っ
て
、

短

期

間

で

は
あ

っ
た

が
、

貴

重

な

経

験

だ

っ
た

の

で

は
、

ま

た

、
学

生

に
そ

の
よ

う
な

機

会

を

創

る

こ

と

が
大

学

教

員

と

し

て

の
役

割

な

の
で

は
と

思

う

。

○

デ

ビ

ュ
ー
戦

振

り
返

っ
て
、

私

の
国

際

会

議

の
デ

ビ

ュ
ー

戦

は

、

早
稲

田
大

学

の
助

手

に
な

っ
た

一
九

八

九
年

一

一
月

、

国
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京

都

国
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会

館

(
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一
九

八
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で
あ

っ
た
。

当

時

は
、

現
在

の
よ
う

に
便

利

な

プ

レ
ゼ

ン

テ
ー

シ

ョ

ン
ソ

フ
ト

な

ど
無

く
、

図

表

を

切

り

貼

り

し
、

O

H

P
シ

ー

ト

に

コ
ピ

ー

し

て

(
カ

ラ
ー

コ
ピ

ー
も

高

価

だ

っ
た
)

臨

ん
だ

。

教
室

の
よ
う

な

部

屋

で

の
発
表

と

思

い
き

や
、

二
〇

〇

人

以

上

入

る
大

部

屋

(
メ

イ

ン

の
部

屋

)

!

極

度

の
緊

張

!
用
意

し
た

原

稿

の
棒

読

み

!
何

を

答

え

た

か
全

く

覚

え

て

い
な

い
質

疑

応

答

!

一
五
分

の
発

表

が

終

了
後

、

知

り

合

い

の
先

生

か
ら

は

「
は

つ
き

り

、

ゆ

っ
く

り
わ

か
り

や

す

か

っ
た

」

と

言

わ

れ

た
。

そ
れ

っ
て

「
日
本

語

の
よ

う

な
英

語
だ

っ
た

」

っ
て

こ
と

。

そ

れ

で

も
、

懇

親

会

で
は
、

論

文

の
中

で
し

か

お

目

に

か
か

れ

な

い
都

市

気

候

、

都
市

環

境

の
大

先

生

方

と

お
話

し

が

で

き
、

研

究

者

の
仲

間

入

り
を

し
た

感

じ

が

し
た

も

の
だ

っ
た
。

○

最
近
の
海
外
出
張

今
ま
で
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
北
米
、
ア
ジ
ア

諸
国
に
海
外
出
張
を
し
た
が
、
最
近
で
は
、

(当
然
な
が
ら
)
授
業
を
休
講
す
る
こ
と
も

ま
ま
な
ら
ず
、
メ
ー
ル
で
の
や
り
と
り
も
せ

ね
ば
な
ら
ず
、
日
本
で
の
喧
喚
を
忘
れ
、

ゆ
っ
く
り
充
電
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は

至
極
残
念
で
あ
る
。
こ
ん
な
状
況
で
は
良
い

発
想
な
ど
生
ま
れ
る
は
ず
も
な
く
、
国
際
的

に
競
争
力
の
あ
る
研
究
者
な
ど
育

つ
環
境
で

あ
る
は
ず
が
な
い
。

学生たちと国際会議後、万里の長城へ都市環境調査

中国の大気汚染はこんな場所にも広がっているのか!


